
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

３月７日（木）に６３名の３年生が佐伯中学校を卒業しました。

今回は、久しぶりに在校生全員が参加し、全校生徒で式を挙げ

ることができたことを、とても嬉しく思いました。 

１・２年生の皆さんは、３年生が堂々と証書を受け取る姿や、

涙をこらえながら一生懸命歌う姿、そして退場していく姿を見て

どんなことを感じましたか。また、在校生を含め、多くの生徒が

涙を見せていました。涙の理由は何だと思いますか。別れる寂し

さや不安でしょうか、感謝の気持ちの表れでしょうか。いずれにしても、友達の前で涙を流せるとい

うことは、安心して自分の感情を表現できる関係性があったからだと思います。 

 

１・２年生の皆さんが下校した後、３年生は各教室で担任の先生との中学生最後の学活が行わ

れました。しんみりした雰囲気の時間があったり、笑い声が起こる時間があったりと、担任の先生や

友達との大切なひとときだったと思います。その様子を温かく見守る多くの保護者の方がおられ、

卒業生にとって素敵な時間が流れていたと思います。 

学活が終わり、３年生は生徒玄関を出て先生達と保護者の方々とでつくった「花道」を通って行

きました。笑顔で歩く生徒もいれば、そこでもまた涙を流す生徒もいました。感受性の豊かさを大

切に、佐伯中学校の生徒として過ごした思い出をいつまでも忘れないで欲しいです。 

１・２年生の皆さん、２年後または１年後の自分たちの卒業する姿を想像してみてください。あの

先輩達のように、いい卒業式にしたいですね。そのためにも皆さんがこれからさらに心身ともに成

長していかなければなりません。３学期が間もなく終わり、春休みに入ります。進級の心構えはでき

ましたか。４月には先輩らしく「凛とした姿」を後輩に見せたいものです。 

「旅立ちの日に」 学活の様子 「花道」を歩いている様子 

廿日市市立佐伯中学校   令和５年度 
           

【自 律】 学 校 だ よ り 
          ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http:// www.hatsukaichi-edu.jp/saiki-j/ 

学校教育目標：「夢や目標に挑戦し、自己実現を図る生徒の育成」  
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（冒頭部分省略）さて、六十三名の皆さん、ご卒業おめでとうございます。 

 今、皆さんはどんな気持ちでこの式を迎えているのでしょうか。それぞれの気持ちは異な

ると思いますが、佐伯中の生徒として過ごした三年間は、かけがえのない時間だったと思い

ます。私が、皆さんと出会ったのは一年前ですが、卒業生の皆さんを中心とした佐伯中の雰

囲気はとても良かった。とりわけ、体育祭や文化祭での皆さんの活躍が、今の佐伯中を創っ

てくれたと思っています。 

また、校長室で個人面談を２回ずつ行いましたが、一人一人のことを思い出すと、穏やか

さ、温かさ、明るさなど、皆さんの人柄がとてもよく分かりました。この生徒たちの集まっ

た学年だからこそ、雰囲気が良かったのだと改めて実感しています。 

皆さんの後ろに座っている後輩たちは、きっと皆さんの姿を善きモデルとして佐伯中の雰

囲気を継いでくれるでしょう。 

はるか昔、旅人は目的地に向かう時、夜になると空

を見上げて、ある星を道標にしたといいます。その星

の名前は分かりますか。そうです、北極星です。まっ

すぐに進みたくても目の前に深い谷があれば、仕方な

く遠回りをしなければなりません。遠回りしているう

ちに進むべき方向を見失うこともあります。でも夜に

なり雲の無い空を見上げれば、北極星が輝いています。

それを見つけて進むべき方向を確認することができました。 

この話を人生に置き換えると、この先思い通りにいかない時や、回り道をしなければなら

ない時がやってきます。そんな時、皆さんにとって北極星は誰になるでしょうか。それは友

達かもしれないし、もしかしたら先生かもしれない。でも一番頼り

になるのは保護者の方です。皆さんが進む方向を迷った時、保護者

の方は皆さんをしっかりと支え、導いてくださいます。これは決し

て保護者の方に甘えるということではありません。人生の先輩であ

る保護者の方に頼るのは大切な事だと思います。 

終わりになりますが、保護者の皆様、本日はお子様のご卒業、誠におめでとうございます。

この三年間、本校の教育に温かいご理解とご協力をい

ただき、心から感謝礼申し上げます。そしてこれから

のお子様の更なる成長を、教職員一同お祈り申し上げ

ます。 

それでは卒業生の皆さん、今日は新たな「旅立ちの

日」です。皆さんには素敵な未来が待っています。夢

の実現に向かって一歩ずつ前に進んでください。 
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